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研究成果の概要（和文）：本研究の成果は、以下の4点に要約される。1) パーキンソン病を対象とした神経心理
学的研究から、正直さに関する意思決定と報酬系との関係性についての論文を出版した。2）刑務所に収監中の
サイコパスを対象とした脳機能画像研究から、サイコパス傾向、不正直な行為における反応時間、前部帯状回の
活動との関係性についての論文を出版した。3）IATを用いた行動実験から、嘘に対する潜在意識と利己的な嘘と
の関連についての予備的な知見を得た。4）IATを用いた脳機能画像研究から、浮気に対する興味関心の制御に
は、浮気に対する潜在的な態度と前頭前野による行動制御の両者が重要であることを示す論文を出版した。

研究成果の概要（英文）：The findings of the present study are four-fold. 1) We published an original
 article showing the association between decision-making on honesty and reward-related brain regions
 in a neuropsychological study of patients with Parkinson's disease. 2) We published an original 
article showing the association among psychopathic trait, reaction time for dishonest 
decision-making, and the activity in anterior cingulate cortex in a neuroimaging study of 
incarcerated psychopaths. 3) We obtained a preliminary finding on the association between implicit 
attitudes toward dishonesty and selfish dishonesty in a behavioral study using IAT. 4) We published 
an original article showing that both implicit attitudes toward extra-pair relationships and 
behavioral control supported by prefrontal cortex are important to regulate interests in extra-pair 
relationships in a neuroimaging study using IAT. 

研究分野： 認知科学

キーワード： 認知科学

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究では、ヒトが正直に振舞うか否かに関する意思決定のメカニズムについて、脳機能及び潜在意識の観点か
ら新たなエビデンスを提供することができた。本研究成果は今後の研究の発展の基盤となるものであり、意思決
定のメカニズムを科学的に理解する一助になると考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
研究代表者はこれまで、ヒトの欺瞞行動の神経基盤についての研究を行ってきた。脳機能画像

研究及び脳損傷患者を対象とした神経心理学的研究からは、主に前頭前野に関するエビデンス
を蓄積してきた（Abe, 2011, Neuroscientist）。最近では、被験者が自発的に嘘をつくかどうか
の意思決定を迫られる実験課題を用いて、正直さ・不正直さの個人差を規定する神経基盤にアプ
ローチしており、主に報酬系の関与を明らかにしている（Abe & Greene, 2014, Journal of 
Neuroscience）。これまでの研究では前頭前野及び報酬系のはたらきに焦点をあてているが、正
直さの意思決定に影響を与える要因はこの限りではない。 
 
 
２．研究の目的 
 正直さに影響を与えうる要因として、本研究では脳機能及び潜在意識の観点からアプローチ
する。脳機能画像法と神経心理学的手法を併用した脳機能研究を進めると共に、潜在連合テスト
（Implicit Association Test, IAT）を用いた実験から、潜在意識と正直さとの関連についてのエ
ビデンスを得ることを目的とする。 
 
 
３．研究の方法 
 本プロジェクトで実施した研究は、1) パーキンソン病を対象とした神経心理学的研究、2) サ
イコパスを対象とした脳機能画像研究、3) IAT を用いた行動実験、4)IAT を用いた脳機能画像研
究、である。 
 
（１）パーキンソン病を対象とした神経心理学的研究 
 パーキンソン病ではドーパミン産生細胞の脱落が生じるため、報酬系の機能の問題が生じる
ことが指摘されている。この研究では、嘘をつくことで利益を獲得できる認知課題の成績を、認
知症を伴わないパーキンソン病の患者群及び健常対照群を対象として比較した。 
 
（２）サイコパスを対象とした脳機能画像研究 
 サイコパスは反社会性パーソナリティ障害に分類され、感情・良心・罪悪感の欠如が認められ、
冷酷でエゴイズムであるという特徴が示されている。また、サイコパスは平然と嘘をつくとされ
る。この研究では、米国の刑務所に収監中の囚人を対象として、嘘をつくことで利益を獲得でき
る認知課題を遂行中の神経活動を、機能的磁気共鳴画像法（functional magnetic resonance 
imaging, fMRI）で測定した。サイコパス傾向の測定には、サイコパシーチェックリスト
（Psychopathy Checklist-Revised, PCL-R）を用いた。 
 
（３）IAT を用いた行動実験 
 正直さに対する潜在的な道徳的価値観と、実際に嘘をつく行為との関係は十分に検討されて
いない。この研究では、潜在連合テスト（Implicit Association Test, IAT）を用いて、嘘に対す
る嫌悪感の個人差を定量化し、嘘をつくことで利益を獲得できる認知課題との関連を検討した。 
 
（４）IAT を用いた脳機能画像研究 
 IAT を用いた関連研究として、浮気に対する興味関心の制御に関わる認知基盤に焦点を当て
た研究を実施した。この研究では、脳機能画像法と IAT を用いて、浮気に対する潜在的な態度
と前頭前野による行動制御の個人差を定量化し、浮気に対する興味関心の制御との関連を検討
した。 
 
 
４．研究成果 
（１）パーキンソン病を対象とした神経心理学的研究 
 パーキンソン病の患者群では健常対照群に比べ、不正直な行為の頻度が有意に低下しており、
報酬系の機能障害が背景にあると考えられた。なお、全般的な認知機能や前頭葉機能との有意な
相関関係は認められなかった。本研究成果は Frontiers in Neurology 誌に発表した（Abe et al., 
2018, Frontiers in Neurology）。 
 
（２）サイコパスを対象とした脳機能画像研究 
 サイコパス傾向と嘘をつく頻度との間に、有意な相関は認められなかったものの、サイコパス
傾向の高い囚人は嘘をつく際の反応時間が早く、また前部帯状回の活動が低下していることが
明らかとなった。前部帯状回の活動については、様々な機能との関連が指摘されているが、意思
決定の際の認知的葛藤が低減している可能性が考えられた。本研究成果は Social Cognitive and 
Affective Neuroscience 誌に発表した（Abe et al., 2018, Social Cognitive and Affective 
Neuroscience）。 
 



（３）IAT を用いた行動実験 
 IAT のスコアと利己的な嘘をつく頻度との間の関連が示唆されたが、解釈に慎重さが求めら
れる結果であった。そのため、より強固なエビデンスを得るため、嘘をつく行為が自己利益では
なく、他者利益につながる実験を準備し、最終年度前年度応募の形で、2019 年度からの基盤研
究（A）に継続・拡張させた。 
 
（４）IAT を用いた脳機能画像研究 
 特定のパートナーと交際している恋愛中の男性が、魅力的な女性に対する興味関心を制御す
るには、1) 浮気を是としない潜在的な態度と、2) 前頭前野による行動制御の機構、の両者が必
要であることが示された。本研究成果は Cognitive, Affective, and Behavioral Neuroscience 誌
に発表した（Ueda et al., 2017, Cognitive, Affective, and Behavioral Neuroscience）。 
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